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わが国の総人口は、令和 5 年 10 月 1 日現在、1 億 2,435 万人となっている。その中で 65 歳以上

人口は 3,623万人、高齢化率は 29.1％と超高齢社会となり高齢者の医療や介護ニーズが増加してい

る。高齢者の増加に伴い認知症及び難聴、脳血管疾患等により、看護師をはじめとする医療職とのコ

ミュニケーションに困難を生じる機会が増加している。看護師のコミュニケーションでは“患者とのコミュ

ニケーション”は患者との信頼関係を築き、ニーズや懸念を理解し、適切なサポートを提供するために

必要であり、それらを行うためには社会的スキルの向上が必要不可欠である。 

本研究は、高齢者との対人実習を伴う看護学実習前後の社会的スキルの変化とその関連要因を明

らかにすることを目的として実施した。 

機縁法により依頼した看護師養成学校 A校 40名、B校７名を対象として、実習前後にWebによる

調査を実施した。社会的スキルの指標は、菊池が開発した社会的スキル測定尺度 KiSS-18を用い

た。その他、社会的スキルの変化に関連すると考えられる項目として、同居者数、アルバイトの有無、

インターンシップの経験、SNSの利用頻度、E-mailの送・返信頻度、手紙の頻度、部活動・クラブ活動

の所属の有無を調査した。本研究は、桜美林大学研究活動倫理委員会の審査を受け、承認（No. 

24008）を得たうえで実施した。Web調査への回答の提出をもって研究協力に同意したものとした。 

結果、実習前の調査では A校の 38名及び B校の 3名から回答が得られた。実習後に回収された

調査のうち実習前後の対象コード番号が同一であった 13名を実習の前後比較の分析対象とした。 

実習前の KiSS-18 の合計点及び下位尺度得点の得点分布は、先行研究による調査結果と同等程

度であった。 

横断的に KiSS-18 に関連する関連要因を検討した結果では、現在アルバイトに従事している群は、

アルバイトに従事していない群より有意に「攻撃に代わるスキル」、「ストレス対処のスキル」が高値を示

した。就業またはアルバイトの従事の経験がある群は、「攻撃に代わるスキル」が就業またはアルバイ

トの従事の経験がない群より有意に高値を示した。また、実習前の SNS やメールでのコミュニケーショ

ンの頻度と社会的スキルとの関連を Spearman の相関係数で検討した結果、手紙のやり取りの頻度と

ストレス対処スキルの正の相関がみられた。 

KiSS-18の縦断変化では、KiSS-18の総得点は増加傾向であったが統計学的有意差はみられなか

った。各質問項目別にみると、「まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理

できますか」の項目のみが、実習前に比較し実習後に有意に向上していた。 

実習前後の KiSS-18及び下位尺度得点の変化量に関連する要因を検討した結果では、高度のス

キルの変化量に関連する要因として、同居者の有無があり、同居者がいない群の方が、スキル増加

量が有意に大きかった。また、就業・アルバイト経験の有無との関係では、アルバイト経験がない群の

方が、高度のスキル増加量が大きかった。 

実習後の SNS やメールでのコミュニケーションの頻度と社会的スキルの変化量との関連を検討した

結果、メールや LINE の平均送信頻度と「攻撃に代わるスキル」の増加量の間に負の相関がみられた。

SNS やメールでのコミュニケーションは、社会的スキルの一部である「攻撃に代わるスキル」の発達を

妨げる可能性があることが示された。 

追跡調査への回答の有無に関連する要因を検討した結果。追跡調査への回答の有無と属性との

間、追跡調査への回答の有無と実習前の KiSS-18 の総得点及び各下位尺度得点との間のいずれに

も有意な関連を認めた項目はみられなかった。 
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